
災害がおきたときは

けいかいレベルとひなんのタイミング

①日本は、じしん・大雨・台風などの災害がおおいところです。

　災害がおこるまえに安全のためのじゅんびをします。

②災害がおこる前に防災グッズやひなん場所を調べます。

　（じぶんのひなん場所はメモをしてすぐ見られる所においてください）

大切

さいがい

事前に確認！
南小国町総合防災マップ

とてもあぶない

少しあぶない

レベル5

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

どのくらいあぶないか なにをするか

すぐに命を守る行動を
とってください。

きんきゅうあんぜんかくほ

こうれいしゃとうひなん

とくべつけいほう

きけんけいほう

けいほう

ちゅういほう

そうきちゅういじょうほう

はんらん おおあめ どしゃさいがい たかしお

ひなんしじ すぐに避難場所〔にげるところ〕へ
にげてください。

にげる場所の確認と持っていく
ものを準備してください。

災害への注意をはじめてください。

おとしよりやしょうがいがある人、
赤ちゃんや小さい子どもなどが
いる人は、すぐににげてください。

警戒レベル 行動をうながす情報警報・注意報

緊急安全確保
命がきけんです

〇〇特別警報

〇〇警報・〇〇注意報とは氾濫・大雨・土砂災害・高潮の 4 種類があります。

〇〇危険警報

〇〇警報

〇〇注意報

避難指示
きけんな場所から避難

高齢者等避難
おとしよりなどは避難

自らの避難行動を確認する

早期注意情報
 早めの注意を始める

警戒レベル 4 までに必ず避難！

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

じぜん かくにん
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地震がおきたら

大雨・台風がくるまえに！

❶

❷

❸

❹

❺

つくえなどの下に入って頭をまもります。

ゆれがおわったら火元の確認。

あわてて動かない。たおれた家具や、
われたガラスでケガをします。

ゆれがおさまったあと、とびらをあけて
出口にします。

ゆれがおわるまで動かずまちます。

事前にハザードマップで、自分のいえを
確認しその場所の色を確認する。

つねにテレビやラジオ、防災放送で情報が
うけとれるようにしておく。

防災グッズを準備しておく。

ふたつ以上のひなん場所・ふたつ以上の
ひなんする道の確認。

ひなんする道が安全な道か確認する。

❶

❷

❸

❹

❺

おおあめ たいふう

じしん
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事件・事故は 急病・火事は

緊急時の連絡先

たべもの くすり せっけんなど おかねなど

ライト でんわ じゅうでんき ラジオ

でんち マスク タオル・ティッシュ はだぎなど

防災グッズの準備

110 119無料でんわ
病気のときは、じぶんでうごけないとき

むりょう

無料でんわ
むりょう

ぼうさい

きんきゅうじ れんらくさき

じゅんび

9


